
は
じ
め
に

現
在
「
栄
光
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
語
は
、
慶
長
年
間
に
出
版
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
本
で
は
ラ
テ

ン
語
gloriaの
音
訳
語
「
ご
ら
う
り
や
」「
ぐ
ら
う
り
や
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
注
①
）。

○
弟

だ
い
二
か
で
う
に
は
な
に
事
を
こ
ひ
奉
る
ぞ
。

師

み
よ
き
た
り
た
ま
へ
と
、
此
の
こ
ゝ
ろ
は
あ
く
じ
と
つ
み
を
の
が
れ
、
※
（
引
用
者
注

―
D
eusを
表
わ
す
符
合
）
と
そ
の
御
子
※
（
引
用
者
注
―
Iesu
Christoを
表
わ
す
合

字
）
よ
り
げ
ん
せ
に
を
い
て
は
が
ら
さ
、
ご
し
や
う
に
を
ひ
て
は
ご
ら
う
り
や
を
も
て

わ
れ
ら
を
し
ん
だ
い
し
た
ま
へ
と
い
ふ
ぎ
な
り
。

（
一
六
〇
〇
年
刊
『
ド
チ
リ
ナ
キ
リ
シ
タ
ン
』
巻
三
）

○
弟

も
る
た
る
と
が
は
あ
に
ま
の
た
め
に
い
か
な
る
損
と
な
る
ぞ
や
。

師

そ
の
そ
ん
お
ほ
き
中
に
も
と
り
は
き
御
さ
く
し
や
※
に
は
な
れ
奉
り
、
が
ら
さ
と
、
御

や
く
そ
く
の
ご
ら
う
り
や
な
る
ぱ
ら
い
ぞ
の
け
ら
く
、
又
は
御
あ
る
じ
の
御
ち
を
も
て

す
く
ひ
玉
ふ
わ
が
あ
に
ま
し
き
し
ん
と
も
に
い
ん
へ
る
の
ゝ
人
数
と
さ
だ
ま
り
御
あ
る

じ
※
の
御
ば
し
よ
ん
の
御
く
り
き
と
、
又
も
る
た
る
と
が
に
け
が
れ
ず
し
て
ゐ
た
る
あ

ひ
だ
に
つ
と
め
し
所
の
ぜ
ん
じ
の
ど
く
を
も
う
し
な
ふ
者
也
。

（
同
右
巻
九
）

○
も
し
の
べ
さ
せ
ら
る
ゝ
に
を
い
て
は
、
わ
が
か
た
よ
り
か
く
ご
な
く
、
と
き
す
ぎ
と
き
い
た

り
て
あ
ら
は
る
べ
き
ぐ
ら
う
り
や
を
、
い
ま
だ
う
く
べ
き
く
り
き
な
し
と
心
得
べ
し
。
し
か

る
と
き
ん
ば
、
よ
く
し
す
る
た
め
に
か
く
ご
す
る
事
を
な
げ
ゝ
。

（
一
六
一
〇
年
刊
国
字
本
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
』
巻
第
一
第
十
七
章
二
十
四
節
）

こ
の
gloria（
英
glory）
の
訳
語
「
栄
光
」
が
和
訳
聖
書
に
始
め
て
現
わ
れ
る
の
は
、
ヘ
ボ
ン

（
J.C.H
epburn）
の
『
新
約
聖
書
巻
之
三

路
加
傳
福
音
書
』（
明
治
八
年
〔
1875〕
刊
）
の

よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
初
出
例
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

１

欽
定
英
訳
の
福
音
書
に
お
け
る
glory

ヘ
ボ
ン
訳
の
福
音
書
は
、
彼
の
日
本
語
教
師
で
あ
っ
た
奥
野
昌
綱
と
ブ
ラ
ウ
ン
（
S.R.

Brow
n）
の
援
助
を
得
て
訳
さ
れ
て
い
る
が
（
注
②
）、
そ
の
日
本
語
訳
は
英
訳
聖
書
と
漢
訳
聖

書
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
訳
は
後
に
聖
書
翻
訳
委
員
社
中
（
明
治

十
一
年
か
ら
「
委
員
会
」）
に
よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
翻
訳
委
員
社
中
に
よ
る
翻
訳

も
、
原
典
主
義
を
採
っ
て
は
い
る
が
、
実
質
的
に
は
英
訳
聖
書
と
漢
訳
聖
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
あ
る
（
注
③
）。
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こ
の
う
ち
英
訳
聖
書
は
ゼ
ー
ム
ス
王
欽
定
訳
の
新
約
聖
書
（
T
he
A
uthorized
V
ersion.

K
ing
Jam
es
V
ersion
1611）
で
あ
っ
た
。
こ
の
欽
定
英
訳
の
福
音
書
で
は
glory（
名
詞
に
限

る
）
は
次
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
。

M
a
tth

e
w

①
4-
8
A
gaine
the
D
euilltaketh
him
vp
into
an
exceeding
high
m
ountaine,
and

shew
eth
him
allthe
kingdom
es
ofthe
w
orld,and
the
glory
ofthem
:

②
6-13
A
nd
lead
vs
notinto
tem
ptation,
butdeliuer
us
from
euil:For
thine
is

the
kingdam
e,
and
the
pow
er,
and
the
glory,
for
ever.
A
m
en.

③
6-29
A
nd
yet
I
say
vnto
you,
that
euven
Solom
on
in
his
glory,
w
as
not

arayed
like
one
ofthese.

④
16-27
For
the
sonne
ofm
an
shallcom
e
in
the
glory
ofhis
father,
w
ith
his

A
ngels:and
then
he
shallrew
ard
euery
m
an
according
to
his
w
orks.

⑤
19-28
A
nd
Iesus
said
vnto
them
,
V
erily
Isay
vnto
you,
thatye
w
hich
haue

follw
ed
m
e,
in
the
regeneration
w
hen
the
Sonne
ofm
an
shallsitin
the

throne
ofhis
glory,
ye
also
shalsit
vpon
tw
elue
thrones,
iudging
the

tw
eule
tribes
ofIsrael.

⑥
24-30
A
nd
then
shallappeare
the
signe
ofthe
Sonne
ofm
an
in
heauen:and

then
shallallthe
T
ribesofthe
earth
m
ourne,
and
thy
shallsee
the
Sonne

ofm
an
com
m
ing
in
the
clouds
ofheauen,
w
ith
pow
er
and
greatglory.

⑦
25-31
W
hen
the
Sonne
ofm
an
shallcom
e
in
hisglory,
and
allthe
holy
A
ngels

w
ith
him
,
then
shallhee
sitvpon
the
throne
ofhis
glory:

M
a
r
k
e

①
8-38
W
hosoeuer
therefore
shallbe
asham
ed
ofm
e,
and
ofm
y
w
ords,in
this

aduleous
and
sinfulldeneration,
ofhim
also
shallthe
Sonne
ofm
an
bee

asham
ed,
w
hen
he
com
m
eth
in
the
glory
ofhis
Father,
w
ith
the
holy

A
ngels.

②
10-37
T
hey
said
vnto
him
,
Grantvnto
vs
thatw
ee
m
ay
sit,
one
on
thy
right

hand,
and
the
other
on
thy
lefthand,
in
thy
glory.

③
13-26
A
nd
then
shallthey
see
the
Sonne
ofm
an
com
m
ing
in
the
cloudes,
w
ith

greatpow
er
and
glory.

L
u
k
e①

2-
9
A
nd
loe,
the
A
ngelofthe
Lord
cam
e
vpon
them
,
and
the
glory
ofthe

Lord
shone
round
aboutthem
,
and
they
w
erw
sore
afraid.

②
2-13,14
A
nd
suddenly
there
w
as
w
ith
the
A
ngela
m
ultitude
ofthe
heauenly

hoste
praising
God,
and
saying,
Glory
to
God
in
the
highest,
and
on

earth
peace
,
good
w
iltow
ards
m
en.

③
2-32
A
lightto
lighten
the
Gentiles,
and
the
glory
ofthy
people
Israel.

④
4-
6
A
nd
the
deuilsaid
vnto
him
,
A
llthis
pow
er
w
illIgiue
thee,
and
the

glory
ofthem
;for
thatis
deliuered
vnto
m
e,
&
to
w
hom
soeuer
Iw
ill,
I

giue
it.

⑤
9-26
For
w
hosoeuer
shallbee
asham
ent
ofm
e,
and
ofm
y
w
ordes,
ofhim

shallthe
Sonne
ofm
an
he
asham
ed,
w
hen
he
shallcom
e
in
hisow
ne
glory,

and
in
his
Father,
and
ofthe
holy
A
ngels.

⑥
9-31
W
ho
appeared
in
glory,
and
spake
of
his
desease,
w
hich
he
shoud

accom
plish
atH
ierusalem
.

⑦
9-32
ButPeter,
and
they
thatw
ere
w
ith
him
,
w
ere
heauie
w
ith
sleepe:and

w
hen
they
w
ere
aw
ake,they
saw
hisglory,and
tw
o
m
en
thatstood
w
ith

him
.

⑧
12-27
Considerthe
Lillieshow
they
grow
e,
they
toile
not;they
spinne
not:and

yetIsay
vnto
you,
thatSolom
on
in
allhisglory,
w
asnotarayed
like
one

ofthese.

⑨
17-18
T
here
are
not
found
that
returned
to
giue
glory
to
God,
saue
this

stranger.

⑩
19-38
Saying,
Blessed
bee
the
K
ing
thatcom
m
eth
in
the
N
am
e
ofthe
Lord,

peace
in
heauen,
and
glory
in
the
H
ighest.

⑪
21-27
A
nd
then
shallthey
see
the
sonne
of
m
an
com
m
ing
in
a
cloud
w
ith

pow
er
and
greatglory.

⑫
24-26
O
ught
not
Chist
to
haue
suffered
these
things,
and
to
enter
into
his

glorie
?

I
o
h
n①

1-14
A
nd
the
W
ord
w
as
m
ade
flesh,
and
dw
eltam
ong
vs
(&
w
e
beheld
his

glory,
the
glory
asofthe
onely
begotten
ofthe
Father)
fullofgrace
and

trueth.

②
2-11
T
hisbeginning
ofm
ilacles,
did
Iesusin
Cana
ofGalilee,
and
m
anifested

forth
his
glory,
and
his
disciples
beleeued
on
him
.

③
7-18
H
e
that
speaketh
ofhim
selfe,
seeketh
his
his
ow
ne
glory:but
he
that
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seeketh
his
glory
thatsenthim
,
the
sam
e
is
true,
and
no
vnrighteous-

nesse
is
im
him
.

④
8-50
A
nd
Iseeke
notm
ine
ow
ne
glory,
there
isone
thatseeketh
&
iudgeth.

⑤
11-
4
W
hen
Iesus
heard
that,
hee
said,
T
his
siknesse
is
notvnto
death,
but

for
the
glory
ofGod,
thatthe
Sonne
ofGod
m
ightbe
glorified
thereby.

⑥
11-40
Iesussaith
vnto
her,
said
Inotvnto
thee,
thatifthou
w
ouldstbeleeue,

thou
shouldestsee
the
glory
ofGod
?

⑦
12-41
T
hese
things
said
Esaias,
w
hen
he
saw
his
glory,
and
spake
ofhim
.

⑧
17-
5
A
nd
now
O
Father,
glorifie
thou
m
e,
w
ith
thine
ow
ne
selfe,
w
ith
the

glory
w
hich
Ihad
w
ith
thee
before
the
w
orld
w
as.

⑨
17-22
A
nd
the
glory
w
hich
thou
gauestm
e,
Ihaue
giuen
them
:thatthey
m
ay

be
one,
euen
as
w
e
are
one.

⑩
17-24
Father,
I
w
illthat
they
also
w
hom
thou
hast
giuen
m
e,
be
w
ith
m
e,

w
here
Iam
,
thatthey
m
ay
behold
m
y
glory
w
hich
thou
hastgouen
m
ee:

for
thou
louedstm
ee
before
the
foundatation
ofthe
w
orld.

２

「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
に
見
ら
れ
る
「
栄
光
」

ま
た
、
漢
訳
は
在
華
宣
教
師
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
（
E.C.Brigm
an）
と
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
（
M
.

S.Curbertson）
の
訳
し
た
『
新
約
聖
書
』（
咸
豊
九
年
〔
1859〕
刊
。
以
下
「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
と

言
う
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
は
、
前
節
に
掲
げ
た
福
音
書
の
章
節
は
次
の
よ
う
訳

さ
れ
て
い
る
。

英
訳
の
gloryに
当
た
る
語
に
傍
線
を
付
し
、
特
に
「
栄
光
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は

を
付
す
。

馬
太
伝

①
4-
8
魔
鬼
復
携
レ
之
至
二
極
高
乃
之
山
一
、
将
二
天
下
諸
国
、
以
及
其
栄
一
示
レ
之
、

②
6-13
尤
毋
レ
導
二
我
於
誘
惑
一
、
乃
拯
レ
我
出
二
於
悪
一
。
蓋
国
也
、
権
也
、
栄
也
、
皆

帰
二
於
爾
一
。
爰
及
二
世
世
一
。
亜
孟
。

③
6-29
惟
我
語
レ
爾
、
即
所
羅
門
於
二
其
栄
華
之
極
一
、
其
衣
猶
不
レ
及
二
此
之
花
之
一
一
。

④
16-27
夫
人
子
将
下
以
二
父
之
栄
一
、
偕
二
其
諸
使
一
降
臨
時
、
必
依
二
各
人
所
一
レ
行
而
報

之
。

⑤
19-28
耶
蘇
謂
レ
之
曰
、
我
誠
告
、
爾
曹
己
従
レ
我
者
、
待
下
至
二
復
興
一
、
人
子
坐
二
栄

位
一
時
上
、
爾
曹
亦
将
下
坐
二
於
十
二
位
一
、
審
中
以
色
列
十
二
支
派
上
矣
。

⑥
24-30
時
、
人
子
兆
必
現
二
於
天
一
、
地
上
諸
族
必
哭
、
且
見
下
人
子
以
三
権
与
二
大
栄
一
、

乗
二
天
雲
一
而
来
上
。

⑦
25-31
当
下
人
子
乗
二
其
栄
一
、
偕
二
諸
聖
使
一
而
至
之
時
上
、
将
レ
坐
二
其
栄
位
一
。

馬
可
伝

①
8-38
蓋
於
二
此
姦
悪
之
世
一
、
凡
恥
二
我
及
我
之
道
一
者
、
迨
下
人
子
以
二
父
之
栄
一
、

偕
二
諸
聖
使
一
而
臨
時
上
、
亦
必
恥
二
斯
人
一
矣
。

②
10-37
対
曰
、
賜
下
我
儕
於
二
爾
栄
時
一
、
一
坐
二
坐
右
一
、
一
坐
爾
左
上
。

③
13-26
時
、
衆
将
レ
見
下
人
子
、
以
二
大
権
大
栄
一
、
乗
レ
雲
来
上
。

路
加
伝

①
2-
9
主
之
使
者
臨
レ
之
、
主
之
栄
光
環
二
照
之
一
、
牧
者
大
懼
。

②
2-13,14
倏
有
二
衆
天
軍
一
、
偕
二
天
使
一
讃
二
美
神
一
、
曰
、
在
レ
上
則
栄
帰
二
於
神
一
、

在
レ
地
則
和
平
、
人
沐
二
恩
澤
一
矣
。

③
2-32
為
レ
光
以
照
二
異
邦
、
為
二
爾
民
以
色
列
之
栄
一
。

④
4-
6
魔
鬼
謂
レ
之
曰
、
此
諸
権
及
二
其
栄
一
我
将
レ
予
レ
爾
、
蓋
此
悉
委
レ
我
、
惟
我
レ

欲
者
、
則
予
レ
之
。

⑤
9-26
蓋
凡
恥
二
我
及
我
道
一
者
、
則
人
子
以
三
己
与
二
父
及
聖
使
之
栄
一
而
臨
時
、
亦
必

恥
二
斯
人
一
。

⑥
9-30,31
有
二
二
人
与
レ
之
言
一
、
即
摩
西
、
以
利
亜
。
在
二
栄
光
中
一
顕
現
、

⑦
9-32
彼
得
与
二
同
在
者
一
倦
而
寝
、
既
寤
、
則
見
二
耶
蘇
之
栄
、
及
二
人
偕
レ
之
立
一
。

⑧
12-27
試
思
二
百
合
花
、
如
何
而
長
一
、
彼
不
レ
労
、
不
レ
紡
。
我
語
レ
爾
、
即
所
羅
門

当
二
栄
華
之
極
一
、
其
衣
猶
不
レ
及
二
此
之
花
之
一
一
。

⑨
17-18
此
異
民
之
外
、
未
レ
見
下
返
而
帰
二
栄
於
神
一
者
上
也
。

⑩
19-38
曰
、
託
二
主
名
一
而
来
之
王
、
福
矣
、
在
レ
天
和
平
、
在
二
至
上
一
者
光
栄
。

⑪
21-27
時
将
レ
見
下
人
子
、
以
二
権
及
大
栄
一
、
乗
レ
雲
而
来
上
。

⑫
24-26
基
督
不
レ
当
三
如
レ
此
受
レ
難
而
進
二
其
栄
一
乎
。

約
翰
伝

①
1-14
夫
、
道
成
二
肉
身
一
、
居
二
我
儕
之
間
一
、
我
儕
見
二
其
栄
一
、
猶
二
天
父
独
生
之

子
之
栄
一
、
以
二
恩
寵
一

以
二
真
理
一
充
満
矣
。

②
2-11
此
耶
蘇
始
行
二
奇
跡
一
、
在
二
加
利
利
之
迦
拿
一
、
而
顕
二
其
栄
一
、
門
徒
則
信
レ

之
。

③
7-18
由
レ
己
而
言
者
、
求
二
己
之
栄
一
、
惟
求
二
遣
レ
之
者
之
栄
一
、
斯
為
レ
真
、
而
無
二

不
義
於
其
衷
一
。

④
8-50
我
不
レ
求
二
己
之
栄
一
、
然
有
二
一
求
者
一
、
即
行
二
審
判
一
者
也
。
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⑤
11-
4
耶
蘇
聞
レ
之
、
則
曰
、
此
病
不
レ
致
レ
死
、
乃
為
二
神
之
栄
一
、
俾
二
神
子
以
レ
之

而
得
一
レ
栄
。

⑥
11-40
耶
蘇
謂
レ
之
曰
、
我
非
四
語
レ
爾
云
三
、
若
爾
有
レ
信
、
則
必
見
二
神
之
栄
一
也
。

⑦
12-41
以
賽
亜
見
二
其
栄
一
、
指
レ
彼
而
言
レ
之
之
時
、
言
レ
此
。

⑧
17-
5
父
与
、
今
使
二
我
偕
レ
爾
獲
一
レ
栄
、
即
創
世
之
先
、
我
偕
レ
爾
所
レ
有
之
栄
。

⑨
17-22
我
以
下
爾
所
レ
賜
レ
我
之
栄
上
而
賜
二
於
彼
一
、
致
三
彼
為
レ
一
、
如
二
我
儕
為
一
レ

一
。

⑩
17-24
父
与
、
我
之
志
意
、
乃
使
下
爾
所
レ
賜
レ
我
者
、
於
二
我
所
一
レ
在
而
偕
上
レ
我
、

致
下
彼
見
中
我
栄
、
爾
所
レ
賜
レ
我
者
上
、
蓋
爾
曾
愛
二
我
於
創
世
乃
先
一
也
。

す
な
わ
ち
、「
栄
光
」
の
語
は
「
路
加
伝
」
に
の
み
二
例
現
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

が
和
訳
聖
書
に
現
わ
れ
る
「
栄
光
」
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

３

ヘ
ボ
ン
訳
福
音
書
に
見
ら
れ
る
「
栄
光
」

聖
書
の
和
訳
は
ヘ
ボ
ン
訳
以
前
に
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
（
K
.
F.
A
.Gtzlaff・
中
国
名
善
徳
纂
）
の

『
約
翰
福
音
之
伝
』（
一
八
三
七
年
刊
？
）
な
ど
が
あ
る
が
、「
栄
光
」
の
訳
語
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
（
注
④
）。
ヘ
ボ
ン
訳
に
お
い
て
も
『
路
加
傳
』
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
他
の
福
音
書
に
は

見
ら
れ
な
い
。

次
に
前
節
に
掲
げ
た
福
音
書
の
各
章
節
の
、
ヘ
ボ
ン
訳
福
音
書
（
す
な
わ
ち
『
新
約
聖
書
巻
之

一

馬
太
傳
福
音
書
』『
新
約
聖
書
巻
之
二

馬
可
傳
福
音
書
』『
新
約
聖
書
巻
之
三

路
加
傳
』

『
新
約
聖
書
巻
之
四

約
翰
傳
福
音
書
』（
注
⑤
）
で
の
訳
を
掲
げ
る
（
以
下
、『
馬
太
傳﹅

』
な
ど

と
と
略
記
す
る
）。
刊
行
年
の
順
に
掲
げ
、
英
訳
の
gloryに
当
た
る
語
に
傍
線
を
付
し
、「
栄
光
」

の
語
に
は

を
付
す
。
訳
文
に
は
句
読
点
を
付
し
、
振
り
仮
名
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
だ

け
を
残
す
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、「
栄
光
」
に
は
「
ゑ
い
く
わ
う
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。

『
馬
可
傳
』（
明
治
五
年
1872刊
）

①
ゆ
ゑ
に
、
お
よ
そ
姦
悪
な
る
世
に
お
い
て
、
わ
れ
と
わ
が
こ
と
ば
恥
る
も
の
は
、
人
の
子

も
ま
た
清
き
使
と
と
も
に
そ
の
父
の
光
明
を
も
つ
て
き
た
る
と
き
、
こ
の
も
の
を
恥
べ
し
。

（
8-38）

②
か
れ
ら
い
ひ
け
る
は
、
御
威
光
の
あ
る
と
き
、
わ
れ
ら
の
ひ
と
り
は
あ
な
た
の
右
、
ひ
と

り
は
あ
な
た
の
左
に
坐
さ
し
め
た
ま
へ
。

（
10-37）

③
そ
の
と
き
、
人
〴
〵
、
人
の
子
お
ほ
ひ
な
る
権
威
と
光
明
を
も
つ
て
雲
の
う
ち
に
き
た
る

を
み
る
べ
し
。

（
13-26）

『
約
翰
傳
』（
明
治
五
年
1872刊
）

①
そ
れ
、
言
霊
人
に
な
り
て
恵
と
ま
こ
と
ゝ
を
み
て
、
わ
れ
ら
の
う
ち
に
や
ど
り
、
わ
れ
ら

そ
の
栄
き
を
見
る
に
、
父
の
ひ
と
り
う
み
た
ま
ひ
し
も
の
ゝ
栄
き
が
ご
と
し
。
（
1-14）

②
こ
れ
耶
蘇
ガ
リ
ラ
ヤ
の
カ
ナ
に
て
奇
跡
を
な
す
の
は
じ
め
に
し
て
、
そ
の
貴
を
あ
ら
は
し

門
徒
を
信
ぜ
り
。

（
2-11）

③
お
の
れ
に
よ
り
て
い
ふ
も
の
は
わ
が
ほ
ま
れ
を
お
も
ふ
も
の
な
り
。
つ
か
は
せ
し
も
の
ゝ

ほ
ま
れ
を
お
も
ふ
の
は
こ
れ
ま
こ
と
に
し
て
わ
れ
に
も
よ
こ
し
ま
な
し
。

（
7-18）

④
わ
れ
は
お
の
れ
の
あ
が
め
を
う
け
ず
。
は
か
る
も
の
と
つ
み
を
さ
だ
む
る
と
こ
ろ
の
も
の

あ
り
。

（
8-50）

⑤
耶
蘇
こ
れ
を
き
ゝ
て
い
ひ
け
る
は
、
こ
の
や
ま
ひ
は
死
す
る
に
あ
ら
ず
、
神
の
ち
か
ら
を

あ
ら
は
し
神
の
子
を
あ
が
む
る
た
め
な
り
。

（
11-4）

⑥
耶
蘇
か
れ
に
い
ひ
け
る
は
、
も
し
汝
信
じ
な
ば
神
の
威
光
を
み
ん
と
、
わ
れ
汝
に
い
ひ
し

に
あ
ら
ず
や
。

（
11-40）

⑦
こ
の
こ
と
は
ヱ
ザ
ヤ
が
か
れ
の
あ
が
め
を
え
耶
蘇
に
つ
い
て
は
な
せ
し
と
き
に
い
へ
り
。

（
12-41）

⑧
父
よ
、
わ
れ
世
の
は
じ
め
の
ま
へ
に
、
あ
な
た
と
と
も
に
あ
り
し
あ
が
め
を
も
つ
て
、
わ

れ
を
あ
が
め
た
ま
へ
。

（
17-5）

⑨
ま
た
、
あ
な
た
の
わ
れ
に
た
ま
ひ
し
あ
が
め
を
か
れ
ら
に
さ
づ
け
り
。
こ
は
わ
れ
ら
の
ひ

と
つ
に
あ
る
ご
と
く
か
れ
ら
も
た
が
ひ
に
ひ
と
つ
に
な
ら
ん
た
め
な
り
。

（
17-22）

⑩
父
よ
、
わ
れ
に
た
ま
ひ
し
も
の
は
、
わ
が
を
る
と
こ
ろ
に
か
れ
ら
も
わ
れ
に
た
ま
ひ
し
あ

が
め
を
み
ん
と
と
も
に
を
る
こ
と
を
ほ
つ
す
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
あ
な
た
世
の
は
じ
め

の
ま
へ
に
わ
れ
を
い
つ
く
し
め
ば
な
り
。

（
17-24）

『
馬
太
傳
』（
明
治
六
年
1873刊
）

①
あ
く
ま
か
れ
を
い
と
た
か
き
山
に
つ
れ
ゆ
き
、
世
界
の
国
〴
〵
と
そ
の
栄
と
を
み
せ
て
、

（
4-8）

②
わ
れ
ら
を
こ
ゝ
ろ
み
ら
る
ゝ
こ
と
に
み
ち
び
き
た
ま
は
ず
、
か
へ
つ
て
悪
よ
り
す
く
ひ
い

だ
し
た
ま
へ
。
国
と
権
と
威
光
と
は
あ
な
た
の
か
ぎ
り
な
く
た
も
ち
た
ま
ふ
も
の
な
れ
ば

な
り
。

（
6-13）

③
さ
れ
ど
、
わ
れ
な
ん
ぢ
ら
に
つ
げ
ん
、
ソ
ロ
モ
ン
だ
に
も
そ
の
す
べ
て
の
栄
に
こ
の
花
の

ひ
と
つ
ほ
ど
も
粧
は
ざ
り
き
。

（
6-29）

④
そ
れ
、
人
の
子
そ
の
父
の
威
光
を
も
つ
て
そ
の
つ
か
ひ
た
ち
と
と
も
に
き
た
ら
ん
と
す
。

そ
の
と
き
そ
の
お
こ
な
ひ
に
よ
り
て
お
の
〳
〵
に
む
く
ふ
べ
し
。

（
16-27）

⑤
耶
蘇
か
れ
ら
に
い
ひ
け
る
は
、
ま
こ
と
に
汝
ら
に
つ
げ
ん
、
わ
れ
に
し
た
が
ひ
し
汝
ら
は

世
の
あ
ら
た
ま
る
と
き
に
、
人
の
子
そ
の
た
つ
と
き
く
ら
ゐ
に
ざ
し
、
汝
ら
も
ま
た
イ
ス
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ラ
エ
ル
の
十
二
の
支
流
を
支
配
し
て
十
二
の
く
ら
ゐ
に
ざ
す
べ
し
。

（
19-28）

⑥
そ
の
と
き
人
の
子
の
兆
天
に
あ
ら
は
れ
、
ま
た
地
上
に
あ
る
庶
族
な
げ
き
、
人
の
子
権
威

を
お
ほ
ひ
な
る
光
明
あ
り
て
天
の
雲
に
の
り
き
た
る
を
み
る
べ
し
。

（
24-30）

⑦
さ
て
、
人
の
子
お
の
れ
の
威
光
に
て
、
も
ろ
く
の
聖
な
る
つ
か
ひ
を
つ
れ
き
た
る
と
き
に

は
、
そ
の
威
光
あ
る
く
ら
ゐ
に
坐
し
、

（
25-31）

『
路
加
傳
』（
明
治
八
年
1875刊
）

①
主
の
天
使
き
た
り
て
、
主
の
栄
光
か
れ
ら
を
環
照

め
ぐ
り
て
ら
し

け
れ
ば
、
牧
者
お
ほ
い
に
お
そ
れ
た

り
。

（
2-9）

②
忽た
ち
ま
ち

お
ほ
く
の
天
軍
あ
ら
は
れ
、
天
使
と
と
も
に
神
を
讃
美

ほ

め

て
い
ひ
け
る
は
、
天
上
と
こ

ろ
に
は
栄
光
神
に
あ
れ
、
地
に
は
平
安
、
人
に
は
め
ぐ
み
あ
れ
。

（
2-13,14）

③
こ
れ
異
邦
人
を
照
さ
ん
光
な
り
。
ま
た
、
な
ん
ぢ
の
民
イ
ス
ラ
エ
ル
の
栄
な
り
。（
2-32）

④
い
ひ
け
る
は
、
こ
の
す
べ
て
の
権
威
と
栄
華
を
な
ん
ぢ
に
あ
た
へ
ん
。
わ
れ
こ
れ
を
ま
か

さ
れ
、
こ
れ
ば
己
が
所
欲
も
の
に
こ
れ
を
あ
た
ふ
べ
し
。

（
4-6）

⑤
わ
れ
と
わ
が
道
を
は
づ
る
も
の
を
ば
、
人
子
も
ま
た
、
わ
が
栄
光
と
父
の
聖
使
の
栄
光

を
も
て
臨の

ぞ
む

と
き
こ
れ
を
は
づ
べ
し
。

（
9-26）

⑥
ふ
た
り
の
人
あ
り
。
こ
れ
と
も
の
い
へ
り
。
即
ち
モ
ー
セ
と
ヱ
リ
ア
な
り
。
栄
光
の
う
ち

に
あ
ら
は
れ
て
、

（
9-30）

⑦
ペ
テ
ロ
お
よ
び
同
あ
り
し
も
の
ど
も
困
倦
い
た
く

ね
む
り
し
が
、
す
で
に
寤
て
耶
蘇
の
栄
光
ま
た

と
も
に
立
る
二
人
を
見
た
り
。

（
9-32）

⑧
百
合
花
は
い
か
に
し
て
長そ
だ
つ

か
を
お
も
へ
。
労
ず
紡
が
ざ
る
な
り
。
我
な
ん
ぢ
ら
に
つ
げ
ん
、

ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
の
極
の
と
き
だ
に
も
、
こ
の
花
の
一
朶
ほ
ど
も
よ
そ
は
ざ
り
き
。

（
12-27）

⑨
こ
の
異
邦
人
の
ほ
か
に
神
を
あ
が
め
ん
と
て
か
へ
り
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
（
17-18）

⑩
主
の
名
に
て
来
た
ま
へ
る
王
は
福
な
り
。
天
に
お
い
て
は
平
安
に
、
い
と
高
と
こ
ろ
に
て

は
栄
光
あ
る
べ
し
。

（
19-38）

⑪
そ
の
と
き
人
々
は
人
の
子
権
威
と
お
ほ
い
な
る
栄
光
を
も
て
雲
に
の
り
き
た
る
を
見
る
べ

し
。

（
21-27）

⑫
キ
リ
ス
ト
は
こ
れ
ら
の
難
を
う
け
て
そ
の
栄
光
に
進
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

（
24-26）

４

『
新
約
聖
書
巻
之
三

路
加
傳
福
音
書
』
に
つ
い
て

「
栄
光
」
の
訳
語
が
見
ら
れ
る
『
路
加
傳
』
の
訳
文
は
、
他
の
福
音
書
と
は
異
な
る
状
況
で
成

立
し
て
い
る
。

新
教
各
派
代
表
の
宣
教
師
が
新
約
聖
書
の
翻
訳
を
行
な
う
こ
と
を
決
議
し
た
の
は
、
ヘ
ボ
ン
が

私
的
に
四
つ
の
福
音
書
の
和
訳
を
終
え
た
後
の
、
明
治
五
年
九
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
聖

書
翻
訳
委
員
社
中
の
長
は
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
り
、
委
員
は
ヘ
ボ
ン
と
グ
リ
ー
ン
（
D
.C.Greene）

等
で
あ
り
、
日
本
人
補
助
者
と
し
て
奥
野
昌
綱
、
松
山
高
吉
、
高
橋
五
郎
、
井
深
梶
之
助
等
が
い

た
。
こ
の
会
が
実
際
に
翻
訳
に
着
手
し
た
の
は
明
治
七
年
三
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
福
音

書
の
翻
訳
責
任
者
は
ヘ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
ヘ
ボ
ン
は
訳
し
終
え
て
い
た
自
ら
の
訳
を
改
め
て
こ
の

委
員
社
中
の
場
で
再
検
討
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
翻
訳
委
員
社
中
は
新
約
聖
書
所
収
の
各
書
の
翻
訳
が
完
成
す
る
に
従
っ
て
木
版
に

付
し
、
分
冊
の
形
で
随
時
出
版
し
た
が
、
新
約
聖
書
完
成
祝
賀
会
で
の
ヘ
ボ
ン
の
演
説
に
よ
る
と
、

各
分
冊
の
刊
行
年
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
注
⑥
）

Luke
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A
pril1880

こ
れ
に
よ
る
と
、
M
atthew
（
マ
タ
イ
伝
）、
M
ark（
マ
ル
コ
伝
）、
John（
ヨ
ハ
ネ
伝
）
は

revised（
改
訂
版
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
翻
訳
委
員
社
中
が
そ
れ
ら
の
福

音
書
を
刊
行
し
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
海
老
沢
有
道
『
日
本
の
聖
書
』
p.193）。
し
た

が
っ
て
、
ヘ
ボ
ン
は
ヘ
ボ
ン
が
翻
訳
委
員
社
中
発
足
以
前
に
私
的
に
訳
し
刊
行
し
て
い
た
も
の
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
を
revised（
改
訂
版
）
と
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ウ

ン
の
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
四
月
十
二
日
付
Ｊ
・
Ｍ
・
フ
ェ
リ
ス
宛
書
簡
（
注
⑦
）
に
、

マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
は
、
改
訂
を
終
わ
り
、
新
し
い
版
が
印
刷
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
が
、
今
、
改
訂
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
版
は
、

そ
れ
ら
福
音
書
の
、
最
初
の
翻
訳
に
、
大
き
い
改
善
を
加
え
て
お
り
、
古
い
版
と
新
し
い
版

と
を
比
較
し
う
る
人
な
ら
ば
、
新
し
い
版
が
、
共
同
委
員
会
の
価
値
あ
る
労
作
、
否
な
く
て
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は
な
ら
な
い
労
作
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
を
は
ば
か
り
ま
せ
ん
。

と
あ
る
「
古
い
版
」
が
ヘ
ボ
ン
が
ブ
ラ
ウ
ン
の
援
助
に
よ
っ
て
訳
し
、
私
的
に
刊
行
し
た
も
の
で

あ
り
、「
新
し
い
版
」
が
翻
訳
委
員
社
中
に
お
い
て
改
訂
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
当
た
る
よ
う

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ヘ
ボ
ン
は
私
的
に
刊
行
し
た
も
の
と
委
員
会
か
ら
公
的
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
と
を
区
別
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
翻
訳
委
員
は
「
古
い
版
」
に
関
わ
っ
て
い
た
ブ
ラ
ウ

ン
と
ヘ
ボ
ン
の
外
は
グ
リ
ー
ン
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ヘ
ボ
ン
と
し
て
の
意
識
は
そ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ヘ
ボ
ン
は
Luke（
ル
カ
伝
）
に
つ
い
て
は
revised（
改
訂
版
）
と
言
っ
て
い
な

い
。
し
か
も
、
翻
訳
委
員
社
中
訳
と
し
て
公
的
に
「
路
加
伝
」
が
刊
行
さ
れ
た
は
明
治
九
年

（
1876）
の
こ
と
で
あ
る
の
を
、
ヘ
ボ
ン
は
そ
の
前
年
の
明
治
八
年
の
刊
と
言
っ
て
い
る
。
明
治

八
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
前
節
に
挙
げ
た
、
唯
一
、
委
員
社
中
で
検
討
を
経
、
ヘ
ボ
ン
が
私

的
に
刊
行
し
た
『
路
加
傳
』
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
『
路
加
傳
』
は
他
の
福
音
書
の
訳
文
と
は

異
な
り
、「
古
い
版
」
の
改
訂
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
以
上
の
「
大
き
な
改
善
」
が
委
員
会
に
お

い
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ボ
ン
の
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
七
月
二
十

三
日
付
ロ
ー
リ
ー
宛
書
簡
に
「
聖
書
翻
訳
委
員
会
、
わ
た
し
は
そ
の
一
員
で
す
が
、
こ
の
委
員
会

は
毎
週
四
日
間
開
か
れ
て
お
り
、
ル
カ
伝
は
や
っ
と
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
相
当
立
派
な
訳
文
で

す
」
と
見
え
る
。
委
員
社
中
に
お
け
る
改
訳
は
ヘ
ボ
ン
も
満
足
の
行
く
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ヘ
ボ
ン
の
明
治
八
年
刊
『
路
加
傳
』
と
翌
年
刊
行
さ
れ
た
委
員
社
中
訳
『
路
加
伝
』
と
は
、

以
上
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
極
め
て
似
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
（
注
⑧
）。
し
た
が
っ
て
、
ヘ

ボ
ン
に
と
っ
て
は
明
治
八
年
刊
『
路
加
伝
』
は
特
に
revisedと
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
明
治
八
年
刊
『
路
加
傳
』
を
委
員
社
中
の
「
試
訳
」
と
捉
え
る
説

も
あ
る
（
注
⑨
）。

た
だ
し
、
ヘ
ボ
ン
刊
の
福
音
書
の
内
題
に
は
、
既
に
示
し
て
き
た
よ
う
に
「
新
約
聖
書
巻
之
一

馬
太
傳
福
音
書
」「
新
約
聖
書
巻
二

馬
可
路
加
傳
福
音
書
」「
新
約
聖
書
巻
之
四

約
翰
路
加
傳

福
音
書
」
と
あ
る
が
、
こ
の
書
で
も
「
新
約
聖
書
巻
之
三
／
路
加
傳
福
音
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
社
中
刊
の
内
題
は
「
新
約
全
書

路
加
傳
福
音
書
」「
新
約
全
書

馬
可

傳
福
音
書
」
な
ど
と
あ
る
。
委
員
手
中
訳
が
正
式
に
刊
行
さ
れ
る
前
に
ヘ
ボ
ン
が
個
人
で
『
路
加

傳
』
を
刊
行
し
た
の
は
、
右
に
引
用
し
た
ロ
ー
リ
ー
宛
ヘ
ボ
ン
書
簡
に
「
聖
書
が
一
日
も
早
く
一

般
の
人
々
の
手
に
渡
る
た
め
に
、
わ
ず
か
の
集
成
だ
け
で
個
人
訳
を
出
版
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
」
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
（
注
⑩
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ヘ
ボ
ン
刊
『
路
加
傳
』
に
和
訳
聖
書
初
の
「
栄
光
」
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

改
め
て
、
他
の
福
音
書
も
含
め
て
、
英
訳
聖
書
の
gloryに
対
す
る
ヘ
ボ
ン
訳
福
音
書
の
訳
語

と
委
員
会
訳
福
音
書
（
明
治
十
三
年
刊
『
新
約
全
書
』）
の
訳
語
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
対
比
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
合
わ
せ
て
「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
の
訳
語
を
も
示
す
。

翻
訳
委
員
会
に
お
け
る
分
冊
の
刊
行
順
に
掲
げ
る
。

『
新
約
全
書
』

ヘ
ボ
ン

Ｂ
・
Ｃ

路
加
伝①

栄
光

栄
光

栄
光

②

栄
光

栄
光

栄

③

栄

栄

栄

④

栄
華

栄
華

栄

⑤

栄
光
・
栄
光

栄
光
・
栄
光

栄

⑥

栄
光

栄
光

栄
光

⑦

栄
光

栄
光

栄

⑧

栄
華

栄
華

栄
華

⑨

栄
を
帰
す

あ
が
む

栄

⑩

栄
光

栄
光

光
栄

⑪

栄
光

栄
光

栄

⑫

栄
光

栄
光

栄

馬
太
伝①

栄
華

栄

栄

②

栄

威
光

栄

③

栄
華

栄

栄
華

④

栄
光

威
光

栄

⑤

栄
光
の
位

た
つ
と
き
く
ら
ゐ

栄
位

⑥

栄
光

光
明

栄

⑦

栄
光
・
栄
光

威
光
・
威
光

栄

馬
可
伝①

栄
光

光
明

栄

②

栄

威
光

栄

③

栄
光

光
明

栄

約
翰
伝①

栄
・
栄

栄
き
・
栄
き

栄
・
栄
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②

栄

貴

栄

③

栄
・
栄

ほ
ま
れ
・
ほ
ま
れ

栄
・
栄

④

栄

あ
が
め

栄
・
栄

⑤

栄
・
栄

ち
か
ら
・
あ
が
む

栄
・
栄

⑥

栄

威
光

栄

⑦

栄

あ
が
め

栄

⑧

栄
・
栄

あ
が
め
・
あ
が
む

栄

⑨

栄

あ
が
め

栄

⑩

栄

あ
が
め

栄

す
な
わ
ち
ヘ
ボ
ン
訳
で
は
『
路
加
傳
』
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
「
栄
光
」
は
、
委
員
会
で
は

「
路
加
伝
」
ば
か
り
で
は
な
く
、「
馬
太
伝
」「
馬
可
伝
」
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
栄
光
」
は

英
訳
gloryに
対
す
る
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、「
約
翰
伝
」
で
は
「
栄

光
」
の
語
は
用
い
ら
れ
ず
、「
さ
か
え
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

５
「
天
上
と
こ
ろ
に
は
栄
光
神
に
あ
れ
」

と
こ
ろ
で
、
明
治
七
年
〔
1875〕
七
月
八
日
の
翻
訳
委
員
社
中
の
記
録
に
、
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
第
二
章
十
四
節
に
見
え
る
頌
栄
は
、

イ
ト

タ
カ
キ

ニ

オ
イ
テ

ワ

ホ
マ
レ

カ
ミ

ニ
。
チ

ニ

オ
イ
テ

ワ

オ
ダ
ヤ
カ

メ
グ
ミ

ニ
ン
ゲ
ン

ニ

（
原
文
ロ
ー
マ
字
）

と
訳
す
こ
と
に
決
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
Records
of
the
Com
m
ittee
for
the

translatio
ofthe
bible
into
the
jzpanese
Language.〔
聖
書
翻
訳
研
究
〕
二
三
、
1985.12）。

明
治
七
年
十
二
月
に
神
戸
で
出
版
さ
れ
た
讃
美
歌
集
の
表
紙
に
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
祝
詞
と
し
て

贈
っ
た
と
さ
れ
る
頌
詞
、

い
と
高
き
に
お
い
て
は
ほ
ま
れ
か
み
に
地
に
お
い
て
は
を
だ
や
か
め
ぐ
み
に
ん
げ
ん
に

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
（
注
⑪
）。

し
か
し
、
明
治
九
年
刊
の
翻
訳
委
員
社
中
訳
「
路
加
伝
」
で
は
、

天
上
と
こ
ろ
に
は
え
い
く
わ
う
神
に
あ
れ
。
地
に
は
平
安
。
人
に
は
め
ぐ
み
あ
れ
。

と
あ
り
、
そ
の
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
の
『
路
加
傳
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明

治
七
年
七
月
八
日
の
翻
訳
委
員
社
中
の
決
定
は
、
そ
の
後
一
年
足
ら
ず
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
改
訳
は
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

グ
リ
ー
ン
（
D
.C.Greene）
に
よ
る
翻
訳
委
員
長
と
し
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
評
に
次
の
よ
う
に
あ

る
（
注
⑫
）。

聖
書
翻
訳
に
従
事
せ
ら
る
ゝ
中
、
非
常
に
苦
心
せ
ら
れ
た
結
果
、
同
博
士
自
ら
も
満
足
せ
ら

れ
た
程
の
出
来
栄
え
と
な
つ
た
の
は
、
基
督
降
誕
の
時
、
天
の
使
達
が
歌
う
た
頌
栄
の
翻
訳

で
あ
る
。
即
ち

天
上
と
こ
ろ
に
は
栄
光
神
に
あ
れ
地
に
は
平
安
人
に
は
恩
澤
あ
れ

と
い
ふ
一
句
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ー
ン
は
こ
の
頌
栄
の
翻
訳
に
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
（
注

⑬
）、「
同
博
士
自
ら
も
満
足
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
の
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
み
ず
か
ら
改
訳
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
も
、
翻
訳
委
員
社
中
に
お
け
る
苦
心
の
末
に
得
ら
れ
た
訳
に
対
し
て
委
員
長
と

し
て
喜
び
を
語
っ
た
も
の
と
も
読
み
取
れ
る
。

６
『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
け
る
「
栄
光
」「
栄
華
」

ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
に
「
栄
光
」
の
語
が
収
録
さ
れ
た
の
は
、『
路
加
傳
』
が
出
版

さ
れ
た
後
の
三
版
（
明
治
十
九
年
〔
1886〕
刊
）
の
こ
と
で
あ
る
。

EIK
O
エ
イ
ク
ワ
ウ

栄
光
n.
Glory;splendor.
Syn.
SA
K
A
E,
EIY
O
.

初
版
（
慶
応
三
年
〔
1867〕）
に
は
「
さ
か
え
る
」
の
語
だ
け
が
見
え
、

SA
K
A
E,-RU
サ
カ
エ
ル
栄
i.v.

T
o
flourish,
to
prosper,
bloom
:tom
i-sa-

kaeru,
to
be
rich
and
flourishing
;ine
ga
ta
ni―
,
rice
flourishesbestin
w
etsoil.

第
二
版
（
明
治
五
年
〔
1872〕）
に
は
名
詞
「
さ
か
え
」
の
語
も
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
栄

光
」
の
語
は
見
え
な
い
（
注
⑭
）。

SA
K
A
E
サ
カ
エ
栄
n.

Full
bloom
,
illustrious
or
glorious
condition,

prosperity,
w
elfare
;exaltation,
glory
:oya
ga
ko
no
―
w
o
nego,
the
parent

desiresthe
w
elfere
ofhischild
;kunino
―
,
the
prosperity
orglory
ofa
state.

し
た
が
っ
て
、
ヘ
ボ
ン
が
奥
野
昌
綱
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
私
的
に
訳
し
て
い
た
ル
カ
伝
（
現
存

し
な
い
「
古
い
版
」）
に
お
い
て
は
、「
栄
光
」
は
「
さ
か
え
」
あ
る
い
は
「
ほ
ま
れ
」「
あ
が
め
」

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奥
野
作
の
讃
美
歌
（
注
⑮
）
に
も
、

た
か
き
と
こ
ろ
の

か
み
に
は
さ
か
え

ち
に
は
お
だ
や
か

ひ
と
に
は
め
ぐ
み

（
基
督
の
降
誕
）

か
み
に
は
み
さ
か
え

地
に
へ
い
和

す
べ
て
の
ひ
と
に
は

め
ぐ
み
あ
れ

（
同
上
）

た
か
き
と
こ
ろ
な
る

か
み
に
は
さ
か
え

つ
ち
に
は
お
だ
や
か

ひ
と
に
は
め
ぐ
み

（
同
上
）

と
だ
け
あ
り
、「
え
い
く
わ
う
」
は
現
わ
れ
な
い
（
注
⑮
）。
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と
こ
ろ
で
、『
和
英
語
林
集
成
』
の
三
版
で
「
栄
光
」
の
語
の
Synonym
（
同
義
語
）
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
SA
K
A
E（
栄
）
は
（
Fullbloom
（
満
開
）
の
意
味
は
措
い
て
）、
同
じ
く
三

版
で
は
「
有
名
な
（
著
名
な
・
顕
著
な
・
秀
で
た
・
輝
か
し
い
・
賞
賛
に
値
す
る
）
状
態
（
地

位
・
状
況
）」、「
財
産
、
所
有
物
」、「
幸
福
、
繁
栄
」、「
昇
進
、
賞
揚
、
高
揚
」
の
意
味
と
さ
れ
、

ま
た
glory
の
意
味
と
も
さ
れ
て
い
る
。
gloryは
英
和
の
部
で
は
常
に
掲
出
順
一
位
の
訳
語
と
し

て
「
栄
耀
」（
Y
eiyo,Eiyo）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。

初
版

Y
eiyo;yei-gw
a;ogori;kagayaki:hikari;hom
are;iko.

二
版

Y
eiyo,
kagayaki,
hikari,
hom
are,
ikuw
o,
kom
iyo,
go-kuw
o.

E
vening―
ofthe
sky,yu-yake.
M
orning―
ofthe
sky,asa-yake.

三
版

Eiyo,
kagayaki,
hikari,
hom
are,
sakae,
eko（
注
⑰
）,
kom
yo,
go-ko,

E
vening―
ofthe
sky,yu-yake.
M
orning―
ofthe
sky,asa-yake.

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
栄
耀
」
が
儚
い
人
間
の
gloryと
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
三

版
で
示
せ
ば
次
の
と
お
り
。
初
版
に
は
luxuryと
―
gui,luxuriouseating
の
部
分
は
な
い
）。

EIY
O
エ
イ
エ
フ

栄
耀
（
sakaekagayaki）
Glory;m
agnificnce
;splendor.
pom
p;

luxury
:ningen
no
―
w
a
fuzen
no
chiri,
hum
an
glory
is
like
the
dustbefore
the

w
ind
;
―
gui,
luxurious
eating.
Syn.
EIGA
,
O
GO
RI.

傍
線
部
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
ヘ
ボ
ン
は
「
栄
耀
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
を
古
典
文

学
（『
平
家
物
語
』）
か
ら
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
版
以
降
の
英
和
の
部
に
お
い
て

gloryの
訳
語
と
し
て
yei-gw
a・
EIGW
A
（
栄
華
）
と
ogori（
奢
）
の
語
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
和
英
の
部
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
初
版
か
ら

見
ら
れ
る
が
、
第
三
版
で
示
す
（
注
⑱
））。

EIGW
A
エ
イ
グ
ワ

栄
華
n.
Splendor;m
agnificence;luxury;sum
ptuousness:

―
nikurasu,
to
live
sum
ptuously.
Syn.
O
GO
RI.

O
GO
RI
オ
ゴ
リ

奢
n.
Extravagance,
luxury,
or
splendor
in
living:―
ni

chozuru;―
ga
sugite
shinsho
w
o
tsubusu,
ruined
his
fortune
by
extravagance.

Syn.
SH
A
SH
I.

二
版
以
降
に
gloryの
訳
語
と
し
て
こ
れ
ら
の
語
が
用
い
ら
れ
な
く
な
く
な
り
、
三
版
に
「
栄

光
」
の
語
が
現
わ
れ
る
の
は
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヘ
ボ
ン
は
「
栄
光
」
を
神
の
gloryの
訳
語
と
し
て
用
い
、「
栄
耀
」「
栄

華
」「
奢
り
」
に
は
人
の
gloryに
用
い
て
、
し
か
も
否
定
的
な
価
値
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
注
⑲
）（
注
⑳
）。

７

和
訳
聖
書
に
お
け
る
「
栄
華
」

所
謂
「
明
治
元
訳
」
と
呼
ば
れ
る
明
治
期
の
文
語
訳
に
は
、
ヘ
ボ
ン
の
「
栄
光
」
に
対
す
る
語

意
識
は
徹
底
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
明
治
元
訳
」
に
お
い
て
も
「
栄
光
」
は
神
の

gloryに
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
神
の
gloryの
す
べ
て
が
「
栄
光
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
人
の
gloryと
同
じ
く
「
栄
」「
栄
」
の
語
で
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
「
ヨ

ハ
ネ
黙
示
録
」
第
十
九
章
一
節
は
、「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
は
、

此
後
我
聞
二
群
衆
之
大
声
在
一
レ
天
曰
、
讃
二
美
主
一
乎
、
願
拯
救
栄
光
尊
貴
権
能
帰
二
於
主

我
神
一
也
。

と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
明
治
元
訳
」
で
は
、

此
後
わ
れ
許
多
の
人
の
呼
が
如
き
大
な
る
声
の
天
に
在
を
聞
り
。
曰
、
ハ
レ
ル
ヤ
救
と
栄
と

権
力
は
我
儕
の
神
の
有
ち
給
ふ
所
な
り
。

と
訳
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
人
の
世
俗
的
な
gloryを
「
栄
華
」
と
訳
す
こ
と
は
「
明
治
元
訳
」
で
も
ヘ
ボ
ン
と

同
じ
で
あ
る
。

○
（
悪
魔
）
曰
け
る
は
此
す
べ
て
の
権
威
と
栄
華
を
爾
に
予
ん
。
我
こ
れ
を
委
任
た
れ
ば
我
が

欲
む
者
に
之
を
予
ふ
べ
し

（
路
可
伝
4-6）

A
nd
the
deuilsaid
vnto
him
,
A
llthispow
erw
illIgiue
thee,
and
the
glory
of

them
;for
thatis
deliered
vento
m
e,
＆
to
w
hom
soeuer
Iw
ill,
Igiue
it.

（
Luke
4-6）

○
百
合
花
は
如
何
に
し
て
成
長
か
を
思
へ
労
ず
紡
が
ざ
る
也
。
我
爾
曹
に
告
ん
、
ソ
ロ
モ
ン
の

栄
華
の
極
の
時
だ
に
も
其
装
こ
の
花
の
一
に
及
ざ
り
き
。

（
路
可
伝
12-27）

Considerthe
Lillieshow
they
grow
e,
they
toile
not;they
spinne
not:and
yetI

say
vnto
you,
thatSolom
on
in
allhis
glory,
w
as
notrayd
like
one
ofthese.

（
Luke
12-27）

前
者
は
悪
魔
が
イ
エ
ス
を
誘
惑
す
る
場
面
で
あ
り
、
後
者
は
所
謂
「
ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
」
の
例

で
あ
る
（「
馬
太
伝
」
4-8と
6-29に
見
え
る
「
栄
華
」
も
同
じ
）。

漢
訳
の
「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
に
お
い
て
も
、「
栄
光
」
と
「
栄
華
」
と
の
意
識
的
な
使
い
分
け
は
認

め
ら
れ
な
い
。「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
は
英
訳
の
gloryに
当
た
る
訳
語
に
は
「
栄
」
を
用
い
る
の
が
原

則
で
あ
る
。
例
え
ば
「
明
治
元
訳
」
で
は
「
栄
光
・
尊
貴
」「
栄
華
」「
栄
光
」
と
区
別
さ
れ
て
い

る
次
の
例
も
、「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
は
す
べ
て
「
栄
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

耶
和
華
歟
、
王
将
以
二
爾
力
一
而
喜
、
以
二
爾
之
救
一
而
甚
喜
兮
。
…
以
二
爾
之
施
救
一
、
其
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栄
乃
大
、
爾
必
加
れ
之
以
レ
威
以
レ
栄
兮
。

（
詩
篇
二
十
一
篇
）

魔
鬼
復
携
レ
之
至
二
極
高
乃
之
山
一
将
二
天
下
諸
国
以
及
其
栄
一
示
レ
之
、
且
謂
レ
之
曰
爾
若

俯
伏
拝
レ
我
我
必
以
レ
此
悉
賜
レ
爾
。

（
馬
太
伝
4-8,9）

倏
有
二
衆
天
軍
一
偕
二
天
使
一
讃
二
美
神
一
曰
、
在
レ
上
則
栄
帰
二
於
神
一
在
レ
地
則
和
平
人

沐
二
恩
澤
一
矣
。

（
路
加
伝
2-13,14）

「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
も
「
ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
」
に
は
「
栄
華
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
列
王

紀
略
下
巻
目
録
」
ま
た
「
歴
代
志
略
目
録
」
に
は
「
所
羅
門
王
在
位
歴
四
十
年
、
其
時
、
国
体
大

有
二
栄
光

﹅

﹅

一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
逆
に
「
明
治
元
訳
」
で
は
、

な
ん
ぢ
我
審
判
を
廃
て
ん
と
す
る
や
。
我
を
非
と
し
て
、
自
身
を
是
と
せ
ん
と
す
る
や
。
な

ん
ぢ
神
の
如
き
腕
あ
り
や
。
神
の
ご
と
き
声
を
も
て
轟
き
わ
た
ら
ん
や
。
さ
れ
ば
な
ん
ぢ
威

光
と
尊
貴
と
を
も
て
自
ら
飾
り
、
栄
光
と
華
美
と
を
も
て
身
に
纏
へ
。(約
百
記
40-8〜
10）

と
あ
る
も
の
が
、「
Ｂ
・
Ｃ
訳
」
で
は
、

爾
能
廃
二
我
之
義
鞫
一
乎
。
爾
可
三
罪
レ
我
、
致
二
爾
自
為
一
レ
義
乎
。
爾
有
レ
臂
レ
如
レ
神
、

爾
能
以
レ
声
レ
如
レ
彼
而
施
レ
雷
乎
。
今
爾
可
下
以
二
尊
貴
威
厳
一
自
飾
上
、
可
下
以
二
栄
華
嘉

美
一
自
衣
上
。

と
あ
る
。お

わ
り
に

ヘ
ボ
ン
の
「
栄
光
」
の
使
用
意
識
は
「
大
正
改
訳
」（
大
正
六
年
〔
1916〕
刊
『
改
訳

新
約

聖
書
』）
に
お
い
て
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
現
在
「
栄
光
」
の
語
は
「
被
造
物
と
一
致
し
、
そ
の
中

に
現
存
す
る
神
の
愛
を
表
現
す
る
た
め
の
、
聖
書
神
学
の
基
本
概
念
」
を
表
わ
す
術
語
（『
新
カ

ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
同
編
纂
委
員
会
編
輯
、
研
究
社
、
平
成
八
年
〔
1996〕）
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、「
大
正
改
訳
」
に
お
け
る
用
い
ら
れ
方
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
①

ロ
ー
マ
字
本
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
』（
一
五
九
六
年
刊
）
で
は
「
広
大
な
快
楽
」
と

訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
訳
は
後
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
小
島
幸
枝
編
著
『
コ

ン
テ
ム
ツ
ス
ム
ン
ヂ
の
研
究
資
料
編
』（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
一
年
刊
）
の
翻
字
に

よ
っ
て
示
す
。

○
報
謝
を
受
け
奉
る
事
遅
き
に
於
て
は
、
時
刻
至
り
て
受
け
奉
る
べ
き
こ
の
広
大
な
快

楽
の
為
に
覚
悟
も
な
く
、
い
ま
だ
そ
の
功
力
に
及
ば
ず
と
分
別
し
て
、
こ
の
世
を
出

づ
べ
き
時
節
の
覚
悟
を
な
す
べ
き
事
也
。

注
②

明
治
六
年
（
1873）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
で
の
ヘ
ボ
ン
の
講
演
「
日
本

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
起
源
」
に
、

一
八
六
七
年
（
慶
応
二
年
）
八
月
、
バ
ラ
師
と
タ
ム
ソ
ン
師
と
わ
た
し
と
が
マ
タ
イ

伝
を
翻
訳
す
る
た
め
施
療
所
に
集
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
約
九
カ
月
か
か
っ
て
完
了
し
、

そ
の
翻
訳
は
再
度
わ
た
し
が
改
訂
し
、
さ
ら
に
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
わ
た
し
自
身

と
で
改
訂
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
に
出
版
し

た
最
初
の
マ
タ
イ
伝
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
前
、
一
八

七
一
年
（
明
治
四
年
）
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
わ
た
し
自
身
と
が
マ
ル
コ
伝
の
試
訳

を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
の
秋
出
版
さ
れ
、
そ
れ
か

ら
ま
も
な
く
ヨ
ハ
ネ
伝
が
出
版
さ
れ
た
次
第
で
す
。

と
あ
る
（
高
谷
道
男
編
訳
『
ヘ
ボ
ン
書
簡
集
』
岩
波
書
店
、
1957年
刊
p.249に
よ
る
）。

ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
（
W
.
E.Griffis）
の
“H
epburn
of
Japanand
his
W
ife
and

H
elpm
ates”に
は
、
ヘ
ボ
ン
は
明
治
三
年
（
1870）
以
前
に
四
福
音
書
を
奥
野
昌
綱
の

援
助
に
よ
っ
て
和
訳
し
終
え
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ウ
ン
（
S.R.Brow
n）
と
奥
野
の
援
助
を

得
て
訂
正
し
て
い
た
と
言
う
（
D
r.
H
epburn
had
translated
the
four
Gospels

w
ith
the
help
of
O
kano,
and
these
w
ere
revised
by
D
r.S.R.Brow
n
and

him
self,
w
ith
O
kano's
assistance.
p.142）。

注
③

井
深
梶
之
助
の
談
（「
続
横
浜
回
顧
（
二
）
聖
書
翻
訳
者
と
し
て
の
ブ
ラ
オ
ン
博
士
」、

『
福
音
新
報
』
一
四
三
五
号
、
大
正
十
一
年
〔
1922〕
十
二
月
発
行
）
に
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

室
の
中
央
に
一
脚
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
つ
て
、
…
そ
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
開
い
て
あ
る

書
物
は
、
ブ
ラ
オ
ン
氏
と
グ
リ
ー
ン
氏
の
前
に
は
三
種
の
希
臘
原
文
の
聖
書
、
ヘ
ボ

ン
氏
の
前
に
は
英
語
の
新
約
註
解
書
、
日
本
人
の
前
に
は
文
法
や
官
話
や
そ
の
他
の

支
那
飜
訳
の
聖
書
と
い
ふ
風
で
あ
つ
た
様
に
記
憶
す
る
。

注
④

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
『
約
翰
福
音
之
傳
』（
1837）
で
は
「
ク
ラ
イ
」「
ジ
ギ
」、
ベ
ッ
テ
ル
ハ

イ
ム
の
『
路
加
福
音
書
』（
1858,1872.）、
ゴ
ー
ブ
ル
の
『
摩
擦
太
福
音
書
』（
1871）

で
は
「
栄
華
」「
サ
カ
リ
・
サ
カ
エ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

注
⑤

『
馬
可
傳
』『
馬
太
傳
』『
約
翰
傳
』
は
『
近
代
邦
訳
聖
書
集
成
』（
ゆ
ま
に
書
房
1996)、

『
路
可
傳
』
は
明
治
学
院
大
学
図
書
館
「
聖
書
和
訳
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
よ
る
。

注
⑥

フ
ル
ベ
ッ
キ
の
“T
okyo
M
issionary
Confererence”pp.816-826
の
中
に
記
さ
れ
た

ヘ
ボ
ン
の
話
に
よ
る
（『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』〔
教
文
館
、
昭
和
十
三
年
刊
〕
第
四
巻

pp.103-110）。

注
⑦

高
谷
道
男
編
訳
『
Ｂ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ン
書
簡
集

幕
末
明
治
初
期
宣
教
記
録
』（
日
本
基

督
教
団
出
版
部
、
1965年
刊
）
に
よ
る
。
ま
た
ヘ
ボ
ン
の
書
翰
も
高
谷
道
男
編
訳
『
ヘ
ボ
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ン
書
簡
集
』（
岩
波
書
店
、
1959年
刊
）
に
よ
る
。

注
⑧

例
え
ば
「
ア
ロ
ン
の
裔
に
て
名
は
エ
リ
ザ
ベ
ツ
と
い
へ
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
委
員
会
訳

で
は
「
ア
ロ
ン
の
裔
に
て
名
を
エ
リ
ザ
ベ
ツ
と
い
ふ
」
と
あ
り
、「
エ
リ
ザ
ベ
ツ
、
マ
リ

ア
の
問
安
を
き
ゝ
し
か
ば
そ
の
は
ら
み
子
胎
内
に
て
喜
躍
れ
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
エ

リ
ザ
ベ
ツ
、
マ
リ
ア
の
あ
い
さ
つ
を
き
ゝ
し
か
ば
そ
の
胎
孕
は
ら
の
う
ち
に
て
跳
動
た

り
」
と
あ
る
な
ど
、
語
の
表
記
や
助
動
詞
に
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
語
句
の
順
序
が
変

わ
っ
て
い
た
り
、
過
去
形
で
語
ら
れ
て
い
る
も
の
が
物
語
現
在
に
直
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
違
い
が
『
路
加
傳
』
を
刊
行
す
る
時
に
、
再
度
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
委

員
会
刊
が
発
行
す
る
と
き
に
訂
正
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

注
⑨

財
団
法
人
日
本
聖
書
協
会
発
行
『
聖
書
協
会
一
〇
〇
年
史
』（
1975年
刊
）
な
ど
。
こ
れ

に
対
し
ヘ
ボ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
訳
と
す
る
考
え
は
、
海
老
沢
有
道
氏
の
採
る
考
え
で
あ
る

（『
日
本
の
聖
書
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
1964年
刊
）
第
六
章
Ⅲ
「
一
八
七
五
年
版

『
路
加
伝
』」）。

注
⑩

Ｂ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
四
月
三
日
付
Ｊ
・
Ｍ
・
フ
ェ
リ
ス
宛
書

簡
に
、委

員
会
と
し
て
の
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
（
引
用
者
注
―
聖
書
和
訳
）
は
、
あ
ま
り
は

か
ど
ら
な
い
と
思
っ
て
、
ヘ
ボ
ン
博
士
の
ご
と
き
は
、
一
時
、
委
員
会
を
離
れ
て
、

独
力
で
や
ろ
う
と
し
た
傾
向
さ
え
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
博
士
が
昨
年
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
帰
っ
て
て
来
ら
れ
た
時
に
、
独
立
し
て
自
分
の
翻
訳
を
出
版
し
よ
う
と
思

い
、
場
合
に
よ
っ
は
、
共
同
委
員
の
地
位
を
辞
し
て
も
、
そ
う
し
よ
う
と
決
心
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
も
そ
う
し
た
個
人
訳
は
日
本
在
住
の
宣
教
師
の
承
認
が
得

ら
れ
な
い
の
で
、
今
で
は
、
委
員
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
、
一
致
し
て

や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
見
え
る
。
し
か
し
、
ヘ
ボ
ン
は
「
わ
ず
か
の
集
成
」
と
し
福
音
書
の
個
人
出
版
し
た
の

で
あ
る
。

注
⑪

『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
p.383に
は
こ
の
讃
美
歌
集
の
表
紙
の
写
真
を
載
せ

る
。
海
老
沢
著
『
日
本
の
讃
美
歌
』
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
（
pp.34-5）。

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
ベ
リ
ー
J.C.Beryの
編
纂
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）

刊
の
、
こ
れ
の
ロ
ー
マ
字
版
神
戸
女
学
院
本
の
英
文
書
込
み
に
特
に
七
五
調
で
な
さ

れ
た
こ
と
と
、
奥
野
、
関
氏
の
功
に
よ
つ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
同
志
社
本
に
は
本
間

重
慶
氏
の
「
明
治
七
年
の
頃
神
戸
公
会
の
連
中
に
な
り
し
小
野
俊
二
、
前
田
泰
一
、

松
山
高
吉
及
宣
教
師
ベ
レ
ー
医
師
な
ど
が
編
纂
せ
し
も
の
に
て
、
表
紙
に
記
し
あ
る

聖
語
は
横
浜
の
ブ
ラ
オ
ン
教
師
〔
著
者
註
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
の
ブ
ラ
ウ
ン
S.R.

Brrow
nで
あ
ら
う
か
〕
が
祝
詞
と
し
て
贈
り
し
も
の
で
あ
る
。
但
し
表
紙
及
び
序

文
の
筆
記
者
も
松
山
高
吉
に
し
て
、
後
者
の
作
者
も
同
氏
で
あ
る
」
と
の
解
題
が
附

さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
の
歌
集
の
表
紙
に
は
題
が
無
く
ル
カ
傳
第
二
章
十
四
節
の
聖

句
い
と
高
き
に
お
い
て
は
ほ
ま
れ
か
み
に
地
に
お
い
て
は
を
た
や
か
め
く
み
に
ん
げ

ん
に

と
変
体
仮
名
で
印
刷
さ
れ
て
居
る
。
序
は
擬
古
文
で
名
文
で
は
な
い
が
、
そ
の
終
に

「
い
ま
の
世
の
歌
て
ふ
も
の
に
式
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
、
人
な
い
ふ
せ
か
り
そ
、
な
あ

ざ
け
り
ぞ
」
と
あ
る
の
は
、
新
詩
型
創
作
時
代
の
人
の
語
と
し
て
注
目
す
る
に
足
り

よ
う
。

ま
た
、
上
田
貞
治
郎
編
『
上
田
文
庫
聖
書
館

基
督
教
古
典
図
書
目
録
』（
昭
和
十
五
年

〔
1940〕
刊
）
に
も
、

を
し
へ
の
う
た

和
本

木
版
刷
半
紙
本

十
七
枚

神
戸
上
梓

明
治
七
年

四
月

神
戸
に
て
ベ
レ
ー
宣
教
医
師
、
前
田
泰
一
、
松
山
高
吉
、
小
野
俊
二
等
の
協
讃
に
よ

り
編
て
輯
せ
し
も
の
な
り
。
表
紙
の
聖
句
は
ブ
ラ
オ
ン
教
師
祝
意
を
表
し
て
贈
ら
れ

序
文
は
松
山
牧
師
の
自
作
自
筆
で
あ
る
。
神
戸
の
攝
津
第
一
公
会
（
組
合
神
戸
教
会

の
前
身
）
に
て
初
め
て
用
ゆ
。
歌
数
八
首
。
故
松
山
先
生
よ
り
伝
聞
す
。

と
い
う
説
明
が
あ
る
（「
第
十
類
讃
美
歌
類
集
」）。
聖
句
の
染
筆
者
松
山
高
吉
は
新
約
聖

書
翻
訳
の
日
本
人
補
助
者
の
一
人
で
あ
る
。

注
⑫

井
深
梶
之
助
口
述
（『
学
生
運
動
』
昭
和
二
年
三
月
号
）。
た
だ
し
、
山
本
秀
煌
編
『
日
本

基
督
教
会
史
』（
日
本
基
督
教
会
事
務
所
、
昭
和
四
年
〔
1929〕
刊
、
p259）
か
ら
引
用
。

注
⑬

ち
な
み
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
王
欽
定
訳
の
頃
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
初
期
写
本
（
シ

ナ
イ
写
本
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
写
本
な
ど
。
と
も
に
A
.D
.325-350頃
の
も
の
）
で
は
、
英

訳
の
、Glory

toGod
in
thehighest,and
on
earth
peace,good
w
illtow
ardsm
en.

あ
る
い
は
漢
訳
の

在
レ
上
則
栄
帰
二
於
神
一
、
在
レ
地
和
平
、
人
沐
二
恩
沢
一
矣
。

の
よ
う
に
、
天
地
人
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
glory（「
栄
」）、
peace（「
和
平
」）、

good
w
ill（「
恩
沢
」）
を
配
す
る
の
で
は
な
く
、
神
の
栄
光
と
人
の
平
和
を
対
に
し
た
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
。
ネ
ー
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
N
athan
Brow
n）
の
『
志
無
也
久
世

無
志
与
』（
明
治
十
二
年
〔
1879〕
刊
）
で
は
、

も
つ
と
も

た
か
き

と
こ
ろ
に
は

か
み
に

ほ
ま
れ
、
ち
に
は

お
だ
や
か
、
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に
ん
げ
ん
に
は

め
ぐ
み

あ
れ
と

い
へ
り
。

と
訳
さ
れ
、「
ち
に
は
」
以
下
の
行
間
に
「
tciniw
a
m
egum
iaru
htoniaru
odayaka

areto」
と
あ
る
（
覆
刻
『
志
無
也
久
世
無
志
與
』
新
教
出
版
社
2008刊
）（
同
著
別
冊
の

川
島
第
二
郎
著
『
ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
『
志
無
也
久
世
無
志
與
』
の
付
録
Ⅰ
「
ネ
イ

サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
訳
三
版
本
（
教
訳
者
版
『
浸
禮
教
会
新
約
全
書
』
1887「
奥
付
」
参

照
）。
平
野
保
監
修
・
川
端
由
喜
男
編
訳
『
日
本
語
対
訳

ギ
リ
シ
ャ
語
新
約
聖
書
』（
教

文
館
1993刊
）
で
も
次
の
よ
う
に
あ
る
（
原
文
は
T
he
Greek
N
ew
T
estam
ent;

T
hird
Edition;Corrected:U
nited
Bible
Societies,
1983.）
ギ
リ
シ
ャ
語
の
本
文

を
省
略
し
、
逐
語
訳
さ
れ
た
日
本
語
の
み
を
示
す
。
①
か
ら
⑪
の
番
号
は
日
本
文
に
変
換

す
る
順
序
を
示
す
）。

栄
光
④
・
で
②
・
い
と
高
き
と
こ
ろ
①
・
神
に
③
・
そ
し
て
⑤
・
上
に
⑦
・
地
の

⑥
・
平
和
⑪
・
に
⑩
・
人
々
⑨
・
喜
ば
れ
る
（
神
に
選
ば
れ
た
）
⑧

⑧
の
「
喜
ば
れ
る
（
神
に
選
ば
れ
た
）」
と
対
語
訳
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
語
はε

υ
δ
ο
κ
ι

α
σ

で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
「
善
意
」「
気
に
入
る
こ
と
。
嘉
納
。
満
足
。
悦
び
。
愛
顧
」

の
意
味
で
あ
り
、
岩
隈
直
著
『
新
約
ギ
リ
シ
ャ
語
辞
典
』（
山
本
書
店
1971年
刊
）
に
は
、

こ
の
ル
カ
伝
の
用
例
は
形
容
詞
の
属
格
用
法
で
「
神
に
喜
ば
れ
る
」
の
意
味
の
ヘ
ブ
ル
語

法
、
と
説
明
し
て
い
る
。
ヘ
ボ
ン
や
翻
訳
委
員
社
中
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
王
欽
定
訳
を
基
に
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
初
期
写
本
が
反
映
し
て
い
な
い
訳
に
な
っ
て
い
る
が
、「
大
正
改
訳
」

で
は
、い

と
高
き
処
に
は
栄
光
、
神
に
あ
れ
。
地
に
は
平
和
、
主
の
悦
び
給
ふ
人
に
あ
れ

と
な
っ
て
い
る
。

注
⑭

『
和
英
語
林
集
成
』
の
編
輯
に
ヘ
ボ
ン
が
参
考
に
し
た
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
W
.A
.M
edhust

の
『
英
和
・
和
英
語
彙
』
1830年
刊
）
に
は
「
栄
光
」
の
語
は
み
え
な
い
。

注
⑮

黒
田
惟
信
編
『
奥
野
昌
綱
先
生
略
伝
並
歌
集
』（
一
粒
社
、
昭
和
十
一
年
刊
）
に
よ
る
。

注
⑯

例
え
ば
『
新
撰
讃
美
歌
』（
明
治
二
十
三
年
〔
1890刊
）
に
、

天
上
と
こ
ろ
に
は
、
え
い
く
わ
う
神
に
あ
れ
。
地
に
は
平
安
。
人
に
は
め
ぐ
み
あ
れ
。

（
第
二
百
八
十
六

讃
詠
文

天
上
の
栄
）

と
見
え
る
。
た
だ
し
、
讃
美
歌
で
は
和
語
「
さ
か
え
」
の
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

あ
ま
つ
つ
か
ひ
と

と
も
に
う
た
へ
よ

た
か
き
と
こ
ろ
に

か
み
に
は
さ
か
え

地
に
は
お
だ
や
か

ひ
と
に
は
め
ぐ
み

こ
は
わ
が
き
み
の

た
ま
も
の
な
る
ぞ

（
第
六
十

聖
子

降
誕
）

注
⑰

ekoと
あ
る
の
は
eikoの
誤
り
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
記
載
順
序
か
ら
見
る
と
初
版
の
iko

ま
た
二
版
の
ikuw
o（
威
光
）
に
当
た
る
の
で
、
ikoの
誤
り
で
あ
ろ
う
。

注
⑱

yei-gw
a〔
栄
華
〕
の
Syn.が
.初
版
で
は
Y
EIY
O
.
二
版
で
は
O
K
O
RI（
O
GO
RIの

誤
り
か
）
と
あ
る
。
ま
た
、
ogori（
奢
）
の
例
文
に
初
版
と
二
版
で
は
―
nichozuru

の
代
わ
り
に
―
nikurasz,
to
live
in
luxury.と
あ
る
。

注
⑲

ヘ
ボ
ン
以
前
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
訳
で
は
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
際
に
「
ヌ
シ
ノ
栄
華

カ
コ
ミ
テ
ル
」（
路
加
伝
福
音
書
第
二
章
九
節
）
な
ど
見
え
、
明
治
五
年
（
1872）
頃
に

バ
ラ
（
jam
es
H
.
Ballagh）
が
試
訳
し
た
讃
美
歌
に
も
、

ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
、
タ
イ
ソ
ウ
遠
方
、
尊
者
栄
華
ニ
立
ツ
、
日
出
ノ
ヤ
ウ
、
ア
ヽ

カ
レ
ウ
マ
ク
、
主
救
者
ホ
メ
ル
、
名
挙
ケ
高
ク
、
讃
美
歌
セ
ヨ
、

と
あ
り
、「
栄
光
」
と
「
栄
華
」
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
⑳

小
塩
力
・
山
谷
省
吾
監
修
『
旧
新
約
聖
書
神
学
辞
典
』
新
教
出
版
社
1961刊
）
に
次
の
よ

う
な
説
明
が
見
え
る
。
旧
約
聖
書
に
お
い
て
「
栄
光
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
原
語
ヘ
ブ
ラ
イ

語
の
中
で
、
旧
約
神
学
、
特
に
祭
司
的
神
学
に
お
い
て
重
要
な
も
の
は
カ
ー
ボ
ー
ト
と
い

う
語
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
神
以
外
の
族
長
・
王
・
貴
人
・
国
な
ど
に
対
し
て
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
、
こ
の
語
の
原
意
で
あ
る
豊
富
さ
や
権
威
な
ど
を
表

わ
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
口
語
訳
で
は
、
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
与
っ
た
二
、

三
の
例
を
除
い
て
は
、「
栄
光
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
る
こ
と
を
注
意
深
く
避
け
て
い
る
。

ま
た
、
新
約
の
原
語
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ド
ク
サ
の
意
味
は
、
旧
約
の
カ
ー
ボ
ー
ト
の
意
味
を

継
承
し
て
い
る
（
以
上
、
摘
要
）。
以
上
の
よ
う
な
説
明
に
よ
る
と
、
ヘ
ボ
ン
の
「
栄
光
」

と
「
栄
耀
・
栄
華
」
の
語
と
の
区
別
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
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